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●はじめに 

 

このマニュアルにはデジタルオリフィス流量計 OFD-1（以下、OFD-1）を用いて、ハ

イボリウムエアサンプラーHV-R シリーズ（以下、HV-R）の日常点検をおこなう方法を

記載しています。なお、本文中のイラストは HV-1000R をメインに記載していますが、

内容は HV-R シリーズ（HV-500R , HV-700R , HV-1000R）共通になっていますの

で、ご了承ください。 

日常点検をおこなうことで、簡易的に機器の状態を確認することができ、不具合の早期

発見に役立ちます。 

しかし、簡易的な点検のため、日常点検の結果に問題がなくても不具合が生じる（生じ

ている）場合がありますので、定期的（年一回）に当社でオーバーホール、校正をおこな

うことをおすすめいたします。 

なお、日常点検によって異常が見つかった場合は、販売店または当社各営業所までご連

絡ください。 

 

●アイコンの説明 

 

このマニュアルには、本文中に以下のアイコンが登場します。それぞれの意味をご確認

のうえ、ご利用ください。 

 

アイコン 意味 
 
 

チェックシートに記入する項目であることを表しています。マニュアルの

最後にチェックシートがありますので、アイコン右下の数字と同じ項目に

必要事項を記入してください。 
 
 

本文中の下線部が注意事項であることを表しています。２０～２１ページ

に注意事項の補足が記載されていますので、アイコン右下の数字と同じ項

目をご参照ください。 
 

 
補足事項があることを表しています。２２～２４ページに補足事項が記載

されていますので、アイコン右下の数字と同じ項目をご参照ください。 

 

１ 

１ 

1 
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確認項目 

 

●強い衝撃が加えられたような痕跡がないこと。 

●汚れ（粉じんの堆積など）がないこと。 

●ネジや部品の欠落、破損がないこと。 

 

 確認方法 

 

①本体に強い衝撃が加えられたような痕跡がないことを目視で確認してください。 

 

 

②本体に汚れ（粉じんの堆積など）がないことを目視で確認してください。汚れがある

場合は、ふき取ってください。 

 

 

③ネジや部品の欠落、破損がないことを目視で確

認してください。HV-700R , HV-1000R の

場合は特に、クイッククランプノブおよび直立

ボルトの状態も確認してください。

１ 外観の確認 

1 

1 

1 

2 

3 
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確認項目 

 

●タッチパネルの表示およびその動作に異常がないこと。 

●漏れがないこと。（瞬時流量値が連続して 5L/min 以上でないこと） 

●流量の設定およびスタート・ストップの動作が正常におこなえること。 

●停電復帰機能およびその記録が正常におこなわれること。 

 

確認方法 

  ＜タッチパネルの表示およびその動作の確認＞ 

 

 

以下の一連の操作（①～⑲）をおこないながら、タッチパネルの表示およびその動作

に異常がないことを確認してください。その際、画面右上に内蔵電池アイコンが点滅、

または点灯していないこともあわせてご確認ください。 

 

＜漏れの確認＞ 

 

 

①HV-R を、実際にサンプリングをおこなう時

と同様の状態にしてください。その際、フィル

ターケースにろ紙をセットする要領で、リーク

チェック用ゴム板をとりつけてください。 

 

 

 

 

②電源スイッチを投入し、メイン画面で MENU

キーを押してください。 

 

 

 

 

 

２ 動作の確認 

リークチェック用ゴム板

２ 

２ 

MODE MENU

FLOW SET     1000 L/min
START DELAY  00hr00min 
SAMP. TIMER  000hr00min

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 0 0 : 0 0  

LAST DATA 

4 
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③右の図のような画面に切り替わりますので、

CAL キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④右の図のような画面に切り替わりますので、

LEAK CHECK キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤右の図のような画面（リークチェックモード）に

切り替わり、瞬時流量値を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥タッチパネルの横にあるSTART/STOPスイ

ッチを押すと、右の図のように「START」と反

転表示し、ブロワーが１分間駆動します。こ

の間、瞬時流量値が連続して 5L/min 以上で

ないことを目視で確認してください。 

 

 

 

 

⑦１分後ブロワーが停止しますので、ESC キー

を押して、メイン画面まで戻ってください。 

SAMP. DATA STD SET

20deg 1atmRTC SET

TRBL SETDISPLAY

ESCCAL SERIAL No. 

FLOW
PRES.

BLOWER   1000 hr 00 min
MENU ESCLEAK CHECK 

SPAN

SPAN

SPAN

ZERO

ZERO

ZEROTEMP.

0.0 L/min
LEAK
CHECK

ESC

20deg0 4 / 0 1  1 2 : 0 0 : 3 0
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
L

0.1 L/min
LEAK
CHECK

20deg0 4 / 0 1  1 2 : 0 1 : 0 0

START

0.0 L/min
LEAK
CHECK

ESC

20deg0 4 / 0 1  1 2 : 0 2 : 0 0
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
L

３ ５ 
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 ＜流量設定、スタート・ストップ動作の確認＞ 

   

⑧フィルターケースからリークチェック用ゴム

板を取り外し、ろ紙をセットしてください。

この際、他の接続部分の取り外しはおこなわ

ないでください。 

 

 

 

 

⑨メイン画面で任意の流量に設定を変更します。

その後、本体の START/STOP スイッチを押

し、運転を開始してください。 

 

 

 

 

 

⑩右の図のような画面に切り替わりますので流

量（FLOW）が任意の設定値に到達し、安定

したことを確認後、本体の START/STOP ス

イッチを押して運転を停止してください。 

 

 

 

 

⑪完全に吸引が停止したことを確認後、再び本体

の START/STOP スイッチを押し、運転を開

始してください。 

 

STARTMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 0 8 : 0 0  
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
LTOTAL. VOL.        3.0m3

FLOW         1000.0L/min
ELAPSED TIME    0:03:00

ろ紙 

３ 

MODE MENU

FLOW SET     1000 L/min
START DELAY  00hr00min 
SAMP. TIMER  000hr00min

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 0 5 : 0 0  

LAST DATA 

６ 

７ 
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＜停電復帰機能およびその記録の確認＞ 

 

  ⑫設定値に到達し、安定したことを確認後、電源

プラグをコンセント等から抜き、その約３秒後

に再び電源プラグをコンセント等に差し込ん

でください。 

 

 

 

 

⑬電源プラグをコンセント等に差し込んだ後、

電源プラグを抜く直前の状態から運転が再開

することを確認してください。その際、メイン

画面に右の図のように TRBL・AC と表示され

ていることもあわせてご確認ください。 

 

 

 

  ⑭本体の START/STOP スイッチを押し、運転

を停止させます。右の図のような画面に切り替

わりますので、ESC キーを押してください。 

 

 

 

 

 

⑮右の図のような画面に切り替わりますので、

LAST DATA キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STARTMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 1 2 : 0 0  
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
LTOTAL. VOL.        3.0m3

FLOW         1000.0L/min
ELAPSED TIME    0:03:00

TRBL AC 

4.0 m3TOTAL
ESCMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 1 3 : 0 0  
P
R

T
E

A
C

B
R

F
L

MODE MENU

FLOW SET     1000 L/min
START DELAY  00hr00min 
SAMP. TIMER  000hr00min

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 1 3 : 0 5  

LAST DATA 

TRBL AC 

４ 

８ 
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⑯右の図のような画面に切り替わりますので、

TRBL キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

⑰右の図のような画面に切り替わりますので、

AC の１を押してください。 

 

 

 

 

 

 

⑱右の図のような画面に切り替わり、エラーの詳

細を表示します。正しく記録がおこなわれてい

ることを確認してください。 

 

 

 

 

 

⑲ESC キーを押し、メイン画面まで戻ってくだ

さい。なお、HV-R の電源は切らずにそのまま

の状態で次に進んでください。 

 

LAST DATA 
START 
1 2 / 0 4 / 0 1  1 2 : 0 9 : 0 0
SAMPLING  
TIME    0:04:00 
VOL.      4.0m3 

TRBL ESC

▼▲

TRBL 
 FLOW  NO TRBL 
 PRESS.  NO TRBL 
 TEMP.  NO TRBL 
 AC       

ESC

1 

AC:1
P O W E R  F A I L  
START 
1 2 / 0 4 / 0 1  1 2 : 1 1 : 4 7
END 
1 2 / 0 4 / 0 1  1 2 : 1 1 : 5 0

ESC

MODE MENU

FLOW SET     1000 L/min
START DELAY  00hr00min
SAMP. TIMER  000hr00min

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 1 4 : 0 0  

LAST DATA 

９ 
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確認項目 

 

●HV-R の表示温度が基準温度計の表示の±５℃以内を示すこと。 

●HV-R の表示大気圧が基準大気圧計の表示の±20hPa 以内を示すこと。 

●HV-R の表示流量（設定流量）が OFD-1 の表示の±5％以内を示すこと。 

 

確認方法 

＜流量の確認（準備）＞ 

 

 

①下表をもとに、確認する流量にあったオリフィス板を OFD-1 にセットしてください。

その際、オリフィス板を最後までしっかりねじ込んでください。 

 

オリフィス板の種類 M L 

流量（L/min）  90～

400 

300～

1300 

   

 

 

 

 

 

HV-700R : 設定流量 100L/min → M 

HV-500R : 設定流量 500L/min → L 

【例】 

３ 温度・大気圧・流量の確認 

４ ５ ６ 
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②実際にサンプリングをおこなう状態と同様の HV-R に OFD-1 を装着します。  

 

【角形アダプターを使用する場合】 

 

 

右 の 図 の よ う に 角 形 ア ダ プ タ ー に

OFD-1 を取り付けてください。その際、

OFD-1 の接続部に O リングが入ってい

ることを確認してください。 

 

 

OFD-1 と角形アダプターを接続後、下

の図のように HV-R と接続してください。

接続後、OFD-1 の電源を投入し、10 分

程度そのままにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OFD-1 

クイッククランプノブ 

ワッシャー 

角形アダプター 

８’’×10’’角型フィルター 

フィルタースクリーン 

HV-700R , HV-1000R 

OFD-1 

７ 

８ 

角型アダプター 

O リング 
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【丸形アダプターを使用する場合】 

 

左の図のように丸形アダプターに対して

クリップ押えのネジ部が下向きになるよう

に通し、OFD-１と丸形アダプターを接続し

てください。その際、OFD-1 の接続部に O

リングが入っていることをご確認ください。 

 

 

OFD-1 と丸形アダプターを接続後、下の

図のように HV-R と接続してください。な

お、分粒装置を使用する場合は点線の枠内の

順序、構成を入れ替えてください。接続後、

OFD-１の電源を投入し、10 分程度そのま

まにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７

８

クリップ押さえ 

丸形アダプター 

OFD-1 

O リング 

φ110 丸形フィルター

OFD-1 ろ紙クリップ 

HV-500R 

オリフィスアダプター（オプション） 

分粒装置 

φ110 丸形フィルター 

ろ紙クリップ 

PTFE パッキン 
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＜温度の確認＞ 

 

③基準温度計を温度センサー付近（図の二重丸の部分）に設置してください。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④MODE キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤右の図のような画面に切り替わるので、基準

温度計との差が±5℃以内であることを確認

してください。 

 

 

 

 

16.0 ℃TEMP.
ESCMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 1 9 : 0 5  
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
L

MODE MENU

FLOW SET     1000 L/min
START DELAY  00hr00min
SAMP. TIMER  000hr00min

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 1 9 : 0 0  

LAST DATA 

５９ １０ 

温度センサー 温度センサー 

【HV-500R の場合】 【HV-700R , HV-1000R の場合】 
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＜大気圧の確認＞ 
 

⑥基準大気圧計を HV-R の大気圧センサー測定口付近（図の二重丸の部分）に設置して

ください。（HV-700R , HV-1000R は温度センサーと同じ位置に大気圧センサー

測定口があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦MODE キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧右の図のような画面に切り替わりますので、基

準大気圧計との差が±20hPa 以内であるこ

とを確認してください。 

 

 

 

 

 

⑨ESC キーを押し、メイン画面に戻ってくださ

い。 

 

 

 

５１０ 

大気圧センサー 

大気圧センサー（温度センサー） 

【HV-500R の場合】 【HV-700R , HV-1000R の場合】 

1009.7 hPaPRESS.
ESCMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 2 １ : 2 0  
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
L

1009.7 hPaPRESS.
ESCMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 2 0 : 1 0  
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
L

１１ 

16.0 ℃TEMP.
ESCMODE

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 2 0 : 0 0  
TR
BL

P
R

T
E

A
C

B
R

F
L
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＜流量の確認＞ 

 

⑩ OFD-1 の A.ZERO キー を 押 し 、流 量 が

0．0L/min であることを確認してください。

また、OFD-1 と HV-R の流量補正方法

が 同 じ 設 定 で あ る こ と も あ わ せ て 確 認

し て く だ さ い 。  

 

 

 

⑪HV-R を任意の流量に設定し、運転させてく

ださい。その際、OFD-1 の流量表示が変化す

ることを確認してください。 

 

 

 

 

 

⑫HV-R の流量表示が安定したことを確認後、

OFD-1のENTERキーを１回押してください。

すると、右の図のように LOG マークが点灯し

ます。約１０秒後、再び ENTER キーを押し

てください。 

 

 

 

⑬右の図のように平均流量が表示されます（瞬時

流量表示のように値は変化しません）ので、こ

の値を記録してください。 

 

 

 

 

 

⑭もう一度 ENTER キーを押すと瞬時流量表示

に戻りますので⑪・⑫の操作を２回繰り返しお

こなってください。HV-R で設定した任意の

流量に対して、誤差の平均が±５％以内である

ことを確認してください。 

 

 

1006.2..
FL:20 

CAL  SPN  ZR      AZ 

    0.0 
FL:20 

1003..3 
FL:20 

1002.4 
FL:20 

1003..5 
FL:20 

６ 

１２ 

１２ 

１２ 

１１ 
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⑮OFD-1 本体横にある電源スイッチをお切り

ください。 

 

 

 

 

 

⑯OFD-1 を取り外し、HV-R の電源をお切りください。（日常点検終了） 

 

 



 19

 



 20

 
 
 

 

汚れ（粉じんの堆積など）があるままサンプリングをおこなった場合、サンプリング中

に飛散し、結果に影響を与える恐れがあります。汚れがある場合はふき取ってから使用し

てください。 

 

 

ろ紙の代わりにリークチェックゴム板をセットする以外は、実際にサンプリングをおこ

なう時と同じ状態でおこなってください（特に、ダイオキシンのサンプリングに使用する

ポリウレタンフォームの入れ忘れにご注意ください）。漏れがないことを確認した後の接

続部の取り外しを極力少なくし、「漏れ」のリスクを軽減させることが目的です。 

 
 
ブ ロ ワ ー が 完 全 に 停 止 し て い な い 状 態 で

START/STOPスイッチをおすとゼロエラーが発

生し、動作しません。必ずブロワーが停止したこ

とを確認してから START/STOP スイッチを押

してください。 

 

 

瞬間的に電圧が何度も変化したり、徐々に電圧が降下するような場合、停電を検知する

ことができません。そのため、コンセント等から電源プラグを瞬間的に抜き差しした場合、

正常に動作しない可能性がありますので、ご注意ください。 

 

 

必ず定期的に校正をおこなっている OFD-1 を使用してください。OFD-1 の校正をお

こなっていない場合、正しい流量が表示されない可能性があります。その場合、流量の確

認を正しくおこなうことができませんのでご注意ください。 

 

 

OFD-1 にはオリフィス板を検知するためのス

イッチがついています。オリフィス板を最後まで

しっかりねじ込んでいない場合、このスイッチが

押されず、オリフィス板検知エラーとなりますの

でご注意ください。 
 

 

 

 

４ 注意事項 

１ 

２ 

３ 

４ 

ZERO ERROR 
      23.2 Pa 

ESC

５ 

SET- 
ERR 

６ 
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O リングが外れている場合、気密がとれず、漏れの原因になることが考えられます。こ

の場合、正確な流量測定をおこなうことができませんので、ご注意ください。 

 

 

HV-R、OFD-1 はセンサーを使用して温度・大気圧・流量を測定しており、電源を投

入してからセンサーの出力が安定するまで時間を要します。OFD-1 の電源投入はセンサ

ーの出力を安定させるための操作（暖機運転）なので、10 分を目安におこなってくださ

い。（HV-R の電源を投入していない場合は、こちらも同様。） 

 

 

基準温度計と HV-R の表示温度との差が±5℃以上の場合、流量確認の結果にも影響を

及ぼしますので、温度校正をおこなってから次の操作に進んでください。なお、基準温度

計以外を用いた場合は温度校正はおこなわず、そのまま大気圧の確認・流量の確認をおこ

なってください。 

 

 

基準大気圧計と HV-R の表示大気圧との差が±20hPa 以上の場合、流量確認の結果に

も影響を及ぼしますので、大気圧校正をおこなってから流量の確認に進んでください。な

お、基準大気圧計以外を用いた場合は大気圧校正はおこなわず、そのまま流量の確認をお

こなってください。 

 

 

 HV-R と OFD-1 の流量補正方法が違う場合、流量の確認を正しくおこなうことがで

きません。HV-R の画面右上の設定表示と、OFD-1 の設定表示が異なる場合は、設定を

変更してから流量の確認をおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤差が±20％（目安）以上の場合は、不具合が生じている可能性があります。この場

合、校正はおこなわず、当社での故障診断をおすすめします。 

 

 

８ 

７ 

９ 

１２ 

１０ 

１１ 

MODE MENU

FLOW SET     1000 L/min
START DELAY  00hr00min 
SAMP. TIMER  000hr00min

20deg0 4 / 0 1 1 2 : 0 0 : 0 0

LAST DATA

【HV-R の表示】

CAL  SPN  ZR      AZ 

    0.0 
FL:20 

【OFD-1 の表示】 
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クイッククランプノブを強く締めすぎると空回りし、クイッククランプノブおよび直立

ボルトを破損する恐れがあります。破損している場合、漏れの原因となる可能性がありま

すので、ご注意ください。 

適切な締め込み具合を確認する場合は、クイッククランプノブを普段よりも 1/4 回転

程度少なく（少し弱く）締め込み、リークチェックをおこないます。 

 

・漏れがない場合 

普段、強く締め込みすぎていた可能性があります。必要以上に強く締めこんだ場合、

クイッククランプノブおよび、直立ボルトの破損に繋がる可能性もありますので、今後

は漏れがないことを確認できた際の締め込み具合を参考にしてください。 

 

・漏れがあった場合 

普段から締め込み具合が弱い、もしくは普段の状態で最適（ゆるめたことによって漏

れた）だったことが考えられます。もう一度普段と同じように操作し、漏れがないこと

が確認できた場合は、そのままご使用ください。漏れている場合は、普段よりも強く締

め付け、漏れがないことが確認できた際の締め込み具合を参考にしてください。 

 

 
 

内蔵電池アイコンは、基板上に取り付けている一次電池の電池残量の状態を表していま

す。この電池は現在時刻とログデータを維持しており、電池残量がなくなると一部機能に

支障をきたす状態になります。ただし、この状態であっても瞬時流量や積算流量など、各

種パラメータへの影響はありません。 
 

点滅:電池残量低下を知らせる初期段階の警告で

す。すべての機能が問題なく使用できます

が、早期の電池交換が必要です。 

点灯:流量精度や基本的な動作には影響ありませ

んが、時刻表示や運転記録を保存できませ

ん。また、停電復帰機能も作動いたしませ

ん。早急に電池交換をおこなう必要があり

ます。 

 

なお、電池は基板に取り付けられているため、お客様での交換はできません。電池交換

の際はお買い上げ販売店、または当社各営業所までご連絡ください。 
 

 

１ 

2 

0.0 m3TOTAL
ESCMODE

25deg0 9 / 0 3 1 3 : 4 0 : 0 0

５ 補足事項 
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HV-R は、流量検出に差圧検出方式を採用しています。そのため、わずかな差圧の変動

でも流量が敏感に反応します。リークチェック中、瞬間的に 10L/min 付近を表示する場

合もありますが、HV-R の流量検出方式の特性であり、それが全て「故障」や「漏れがあ

る」という判断につながるわけではありません。 

瞬時流量値が連続して５L/min を超える場合、サンプリングラインのどこかに漏れがあ

る可能性があります。クリップ押えやミニノブなど（角形フィルターをご使用の場合はク

ランプやパッキン部など）、接続部分の取り付けを確認してください。 
取り付け確認後も 5L/min 以上であった場合、本体内部に漏れが発生している可能性が

あります。お買い上げ販売店または当社各営業所までご連絡ください。 

なお、意図的に接続部をゆるめた状態でリークチェックをおこなうと漏れの有無によっ

てどのような挙動を示すかを把握することができますので、一度確認することをおすすめ

します。 

 

 

 

  HV-1000R は設定可能な流量範囲が 500～1200L/min のため、オリフィス板 L 以

外は使用しません。 

 

 

 

HV-R は温度センサー、圧力センサーを搭載しており、20℃１気圧補正、25℃１気圧

補正、実流量で流量値を表示させることが可能です。また、設定流量に対して、流量表示

が一致するようにブロワー制御をおこなっています。流量は下記流量式によって算出され、

温度、気圧の変化に応じてリアルタイムに補正しながら流量の制御をおこなっています。 

 

Qc=Qa*((273.15+Ts)/(273.15+Ta))*(Pa/Ps) 

 

   Qc：基準状態に換算した流量（L/min） 

Qa：実流量（L/min） 

Pa：大気圧（hPa） 

Ps：基準大気圧（hPa） 

Ta：大気温度（℃） 

Ts：基準温度（℃） 

 

この機能によって精度良くサンプリングをおこなうことが可能になっていますが、これ

らのセンサーは長期間の使用などによって、その出力値にズレが生じます。日常点検でセ 

ンサーの状態を確認し、誤差が基準値を超える場合は校正をおこなうことで、その能力を

維持することができます。 

 

 

 

 

3 

4 

5 
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HV-R の設定値に達し、表示が安定していても、OFD-1 の表示は設定値付近で変動し

ます。これは流量検出に、差圧検出方式を採用しているため、わずかな差圧の変動でも敏

感に反応するためです。流量を読み取りやすくするために、OFD-1 では任意の時間（最

高 10 分）の流量の平均表示が可能です。流量測定中に、再度 ENTER キーを押すと、そ

の間の平均流量が表示されます。もう一度 ENTER キーを押すことで、瞬時流量表示に戻

ります。 

６ 
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                                   No.           

チェックシート（日常点検編） 

点検日： 点検者： 

HV-R の型式： HV-R のシリアル No. ： 

基準温度計管理番号： 基準大気圧計管理番号 ： 

外観の確認 

強い衝撃が加えられたような痕跡がないこと。□  

 場所（                               ）

状態（                               ）

汚れ（粉じんの堆積など）がないこと。□  

汚れていたのでふき取った。□ 

ネジや部品の欠落、破損がないこと。□  

場所（                               ）

状態（                               ）

動作の確認 

タッチパネルの表示およびその動作に異常がないこと。□ 

内蔵電池アイコンの点滅・点灯がないこと。□ 

 

症状（                               ）

漏れがないこと。（瞬時流量値が連続して 5L/min 以上でないこと）□  

瞬時流量値の最大値（      L/min） 

流量の設定およびスタートの動作が正常におこなえること。□  

症状（                               ）

ストップの動作が正常におこなえること。□  

症状（                               ）

電源プラグを抜く直前の状態から運転が再開すること。□  

症状（                               ）

エラーの詳細が正しく記録されていること。□  

症状（                               ）

温度・大気圧・流量の確認 

HV-R の表示温度（    ℃） , 基準温度計の温度（    ℃）  

 HV-R の表示温度が、基準温度計と±5℃以内の差であること。□ 

HV-R の表示大気圧（    hPa）, 基準大気圧計の大気圧（    hPa） 

HV-R の表示大気圧が、基準大気圧計と±20hPa 以内の差であること。□ 

HV-R の設定（表示）流量（      L/min） 

①         L/min ①       ％ 

②         L/min ②       ％ 

③         L/min ③       ％ 

 

  

平均流量  

  

 

 

誤差（％）

平均      ％ 

HV-R の設定（表示）流量に対して OFD-1 の誤差の平均が±5％以内であること。□

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 
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●お問い合わせは･･･ 
 

ご不明な点、ご用命などがございましたらお買い上げ販売店、または当社各営業所まで

お問い合わせください。当社インターネットホームページでもお問い合わせを受け付けて

いますので、ご利用ください。 

 

なお、機能・仕様・取扱方法の詳細は最新の取扱説明書をご確認ください。 
  
 

 

 
12.12.06OTK02 
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